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平和統一運動次世代リーダー育成のための
「私から始まる平和統一大賞」青年スピーチ部門及びエッセイ応募原稿フォーマット

■「私から始まる平和統一大賞」とは

　’為に生きる’神様主義の真の愛を根本精神として国籍と思想、組織を超越して、国内外の韓民族の和合と統一の実現を目指す平和統一聯合は、2024年より平和統一運動を同世代や後に続いていく世代の力とするために、この賞を創設いたしました。

■今年の募集テーマは「喜び」
ちょっとした小さな喜びから、大きな喜びまで、自分が体験してきたエピソードが、今の時代に合う平和統一運動にどのように役に立つことができるのかを問いかけます。家族や友人・知人との出会い、大自然との出会いなど、様々なエピソードを募集いたします！

	応募条件
	平和統一聯合に所属している会員、担当者。または左記から紹介を受けた方。

	募集期間
	青年スピーチ部門：
募集日程及び大会日程は、ホームページ及び機関誌『平統解放』にてお知らせ致します。
※ 第１連合会（北関東・東京・南関東）、第２連合会（北海道・東北）、第３連合会（東海、北信越）、第４連合会（近畿・中国・四国）、第５連合会（九州・沖縄）において、2026年6月14日（日）まで地方予選を行い、それぞれ代表１名を選抜し、本部に映像提出。
会員及び一般部門　エッセイ募集：　2026年４月１日（水）～2025年６月14日（日）

	スピーチ
原稿規程
	【青年スピーチ部門】
５分以上７分以内（制限時間を超過した場合は減点）。※パワーポイント使用可。
【会員及び一般部門　エッセイ募集】
800字以上3000字以内、１人１点。
※両部門とも主となる言語を日本語で行うこと。部分的に韓国・朝鮮語、または他国の言語を使用しても良いが、日本語の意味を付け加えること。

	応募方法
	Wordファイルのまま、応募フォームよりご応募ください。※ 青年スピーチ部門に応募の方も、同様に原稿を提出してください。郵送、FAXでのご応募はご遠慮いただいております。

	発表
	2026年６月下旬　ホームページにて公開。
入賞者には、メールまたはお電話にて直接ご連絡をさしあげます。
両部門の大賞受賞者は、７月４日東京都内の記念行事でスピーチします。
その交通費は本部負担。




題名：食から始まる喜び
お名前：加藤慎隆　北海道　札幌創成支部

【青年スピーチ部門】
　皆様、こんにちは。
　本日のテーマである「喜び」。この言葉を聞いて、皆様はどんな瞬間を思い浮かべましたでしょうか。
　私にとって一番の喜びの一つは、非常にシンプルではありますが、「美味しいご飯を食べること」です。本日は、この身近な「食の喜び」が、いかにして大きな平和へと繋がっていくのかについて、お話しさせていただきます。
　まず、私たちが日常で感じる、美味しいご飯がもたらす「心のゆとり」について考えてみたいと思います。
　皆様も経験があるのではないでしょうか。一日中忙しく動き回り、それに加えて限界までお腹が空いている時。人はどうしても心に余裕がなくなり、些細なことでイライラしてしまったり、無意識に周りに冷たい態度をとってしまったりします。私自身、空腹の時はつい心がトゲトゲしてしまうことがあります。
　しかし、自分が大好きなご飯を口いっぱいに頬張り、お腹が満たされる瞬間。それまでのストレス、イライラが嘘のように吹き飛んでいきます。
「ああ、美味しい」「今日も一日頑張ってよかった」。
　こんな風に、その満足感は、「まあ、いっか」と、色々なことを受け入れられるような、大きな「ゆとり」と「寛容さ」を心に生み出してくれます。美味しいご飯には、私たちの心を回復させ、人を自然と笑顔にする絶対的な力があるのです。
　1人でも、美味しいご飯を味わい、心にゆとりを持てるようになると思います。しかしそれだけではなく、その「食の喜び」を、周りの人たちと共有してみていただきたいです。
　私は学舎で、兄弟姉妹と共に共同生活をしています。その為、時々たくさんの料理を作って、みんなでひとつのテーブルを囲むことがあります。料理を取り分け、同じものを食べていくと、仮に、緊張していたり、まだあまり親しくない関係であったとしても、「これ、美味しいですね」と言葉を交わすだけで、いつの間にか心の壁が徐々になくなっていくのではないかと思います。
　ただ一緒にご飯を食べているだけなのに、そこには1人の時には決して味わえない、不思議な一体感と連帯感が生まれます。「食を共にする」という空間には、理屈を超えて人と人を繋ぐ、強力な力が秘められているのです。
　この、「満腹になって心にゆとりができること」と「一緒にご飯を食べて生まれる一体感」。私は、これこそが平和統一への重要な鍵になると確信しています。
　現在も続く、韓国や北朝鮮をはじめとする分断の課題。平和統一に向き合うとき、私たちはどうしても、様々な難しい議論を始めようとしてしまいます。しかし、お互いの心の距離が近くない状態で話をしても解決にはなりません。
　だからこそ、どんな相手でも、まずは「ただ単に、一緒に美味しいご飯を食べる」ことから始めてはどうでしょうか。お腹を満たし、心にゆとりを持たせることが、真の対話の第一歩なのです。
　以前、私は韓国を訪れ、現地の食堂で本場の味に触れたことがあります。その時、言葉は通じなくても、美味しい料理を前に自然と出た笑顔だけで、現地の方々と心が通じ合った感覚がありました。
　南北には、分断という歴史があっても、長年受け継がれてきた共通の豊かな食文化があります。同じルーツを持つ美味しいご飯を一緒に食べ、純粋に「美味しい」という感動を共有する。お腹が満たされて心にゆとりができた瞬間、そこには「南」も「北」もありません。同じ喜びを感じるひとりの人間として、自然と心が通じ合うはずです。
　美味しいものを前にしてこぼれる笑顔に、そしてその「喜び」に、国境は存在しないのです。
　最後になりますが、私はこう信じています。
　平和統一は、決して遠い世界の話ではありません。日々の食卓から作られるものです。日常の「ご飯を食べる小さな幸福感」を大切にして、心にゆとりを持つこと。そして、その喜びを自分の身近にいる人たちと分かち合うこと。一緒にご飯を食べ、笑い合うこと。
　その小さな食卓の連帯を、私たちの家庭から地域へ、そして世界へと少しずつ広げていくことが、やがて人々の心の壁を取り払い、食から始まる大きな平和統一へと必ず繋がっていくと確信しております。
　今日、帰ったらぜひ、どなたかと一緒に美味しいご飯を食べてください。平和への第一歩は、そこから始まります。
　ご清聴、誠にありがとうございました。
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